
請負事業体及び立木販売における災害発生報告(休業４日以上) 

                                                                      ２５－３ 

 １  署   等   名            木 曽 森 林 管 理 署 南 木 曽 支 署  

 ２  事 業 の 種 類             請負事 業 (林道事 業）   

 ３  災 害 発 生 日 時 等            

 

 平成２ ５年７ 月１６ 日（火 ）１ １ 時００ 分頃発 生   

  怪我 の程度 ：顔面骨 骨折、 顔面挫 滅創         休業見 込み： ６０日 程度  

 ４  災 害 発 生 場 所             長野県 木曽郡 大桑村 阿寺国有林１１１１ほ林小班 小川殿（川戸沢）林道 

 ５  契 約 相 手 方             みどり 産業 (株 )木曽 営業所   営 業所長  浅岡 安雄  

 ６  事 業 実 行 事 業 体              同 上   

 ７  被 災 者 年 齢 等            

 

年 齢：５ ４歳   性 別：男   ２ の事業 の経験 年月日 ：５年 ４ヶ月  

 雇用区 分：常 雇      社会保 険等加入 状況： 労災、 雇用、 健康、 厚生、 林退     

 ８  従 事 作 業             林道維 持修繕 （工事 状況の 確認作 業）           

 ９  災 害 概 況            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日、被災者は木曽営業所にて業務打合せを行った後、小川殿（川戸沢）林道の崩土除去作業の状況確認を行うため林道を走行中

、１１時００頃にクシャミを連続した際、運転操作を誤り車両が同林道から約７７ｍ下に転落した。（林地傾斜約52度） 

なお、被災者は、転落中に約１７ｍの地点で車外へ投げ出されたものと推定される(シートベルトは装着していた)。 

１４：００頃、小川殿(川戸沢)林道で崩土除去作業を実施していた同僚２名が、ダンプカーを取りに車で転落箇所付近を通りかか

った時、下方から救助を求める被災者の声が聞こえたので、同僚１名が下方に降りてみたところ、意識ははっきりしていたが、動け

ない状態の被災者を発見した。 

１４時０７分頃、同僚は、無線で木曽営業所へ事故発生と救急車の要請を行った。 

１４時１５分に木曽営業所は救急車(レスキュー隊)を、１４時３５分にヘリコプターを要請した。              

１５時１５分にレスキュー隊が、１５時５０分にヘリコプターが現地に到着した。                      

１６時１１分にヘリが被災者を収容し松本市の相沢病院へ向い、１６時３０分に相沢病院に到着した。 

1 0  そ の他特 記すべき 事項  
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